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キリストのからだの原則

Ⅰ．からだは一つです――ローマ12:4-5．Ⅰコリント12:12-13．エペソ4:4前半．2:16前
半：

Ⅱ．キリストのからだである召会は、完全に命の事柄です――ヨハネ17:2．Ⅰヨハネ5:1
1-12．コロサイ3:4：

Ⅲ．キリストのからだはキリストであるので、もしわたしたちがからだの中にいたいな
ら、キリストへと造り変えられなければなりません――Ⅰコリント12:12．コロサイ
3:10-11：

Ⅳ．からだの機能は、キリストを表現することです――エペソ1:22-23：
Ⅴ．キリストのからだの実際は、神によって贖われ、神によって神へと造り変えられ、

神・人へと造り変えられ、自分によってではなく別の命によって生きている一グル
ープの人です。この命は、手順を経て究極的に完成された三一の神です――ガラテ
ヤ2:20．ピリピ1:19-21前半．3:10：

Ⅵ．キリストのからだは、完全にキリストの復活の命の中にあります――ヨハネ11:25．
使徒2:24．啓1:18．2:8．ピリピ3:10：

Ⅶ．キリストのからだは、新創造です――ガラテヤ6:15．Ⅱコリント5:17．エペソ2:15．
4:24：

Ⅷ．十字架の働きは、からだをもって究極的に完成し、わたしたちをからだの中にもた
らします――2:16．Iコリント1:18．2:2．12:12-13，27：

Ⅸ．もしわたしたちがからだの命を理解し、その中に入ろうとするなら、かしらの権威
を知らなければなりません――コロサイ2:19．エペソ4:15．5:23．1:22，10：

Ⅹ．霊的であることはからだの事柄です――4:16：
XⅠ．わたしたちは、からだの感覚とからだの平安に注意を払う必要があります――3節．

2:14-16．コロサイ3:15：
XⅡ．わたしたちはからだの感覚、すなわち「からだ感覚」を持つ必要があります――Ⅰ

コリント12:26-27．ローマ12:15．エペソ4:16．2:21-22：
XⅢ．からだの供給は、調合された塗り油(聖なる塗り油)によって予表されている、イエ

ス・キリストの霊の満ちあふれる供給です――ピリピ1:19-21前半．出30:23-25：
XⅣ．からだの中には、独立や個人主義はあり得ません。なぜなら、わたしたちは肢体で

あり、肢体はからだから分離しては生きることができないからです――Ⅰコリント12
:27．ローマ12:5．エペソ5:30：

XⅤ．もしわたしたちがからだの中に生きるなら、からだの保護を経験します――6:11-19
：

XⅥ．わたしたちはからだの肢体として、他の肢体によって自分に制限を受けさせなけれ
ばならず、また自分の度量を越えてはなりません――4:7，16．Ⅱコリント10:13．Ⅰ
コリント12:18：

XⅦ．からだには正当な秩序があります――14-22節：
XⅧ．相互性はからだの特徴であり、からだが機能することは相互的です。ですから、か
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らだの中でのわたしたちの関係は、相互性と相互依存の関係です――14-25節。
XⅨ．神聖な交わりは、キリストのからだの中での生活の実際です――1:9．12:20，24，2

7．使徒2:42．Ⅰヨハネ1:3：
XX．わたしたちは常にからだを考慮し、からだを顧慮し、からだを尊び、からだのために

最も益になる事を行なうべきです――Ⅰコリント12:23-27：
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